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に未来材料について関心 符ナる内外の立法・学二協にわたる専門分野、所属機概念総えた第一線研究私物の参加によって成ち立っており、トラテジィ
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薬学焔は私な入れて二人ということと、このような方向へ数獲の綴究は設だ進展していないこ もあってかなり とまどいを感じ、必りしたが、講演の合間や交歓会絡でいろ ろと感じ と、考えたこと
分に認識し貿易燦擦の解消として内総 
拡大を真剣に考えなければな
があったので機関大学薬学部の状況を思い合わせて述べてみたいと岡 山  
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二郎名で構成タれ、三日間のうちに…成務
自の研究や今後の展開、さらには現時吋点 はとても災現ベ能とは忠われない様なアイデアを述べることが義務付けられでおり、各演者との討論要皆、か議酬明配布されるという多加者にとっては好都合なシ
りの続突に対する情熱と稼門にとらわれない家軟な考え方を持っていたこ である。しかも、大変失礼ではある、か、もう灘燃 迎えようとしているような感じの方が若さ、情熱、そして町円高ルゲ佐々を持っていたのである。参加答の多くがは胤光線技術の応用研究むなしており、それらの成果が今おの日本 繁栄を築いていると自負している様でもあったが、一方 は、国際化社会におけるおややの位置を十ら々いという諮&織か事れると、何の会議に参加しているのかと一燐我合忘れる惑さえあり、科学者の思宥及び行動機式を現在におてはかくも広 ものにし々け ばならないろ大であった。
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また、多くの人が口々に基礎科砂子の滋一後性を協調しでいたが、彼
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な仕事をし々いいと良く一一首われているが、昨年度 籾 
策を受賞さ
れた米国立保健研究所の富沢純 博ゃんも 
日本人に創法僚がないの
ではなく、創造性が応用的なことに片努っ吃適用 れている 
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摘寸あと同時に「日本の議機科 の水準が検めて溺いものだ は‘
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全体としてみたら決してその様な状態にないいと話しておられ、談礎研究の…騒の凝視を強潮崎しておふれるJ '
お然のことか}もう一度災救曜日九年巧えることが必要であるかと思われるわけヤすれ私文は、大学にいるわけですが、との大学は何をな寸べきかと問われると良く一がわれているように学術 研究と学伎の教育
ま今日に及ん℃いろことに一万品川 、健全な科学の育域会瀬一議してお
念行うべきであります。「教官や研究においてはお闘が維持されており我々はそれを享受しておりまナが、それは「象牙の熔」として
篠沢博上は、同絡に文化
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の率一要な値い予として立術と投ぶ科学の校関が機ム比されていないま
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この文化として科ゃをか時える崎、山内約一例議熊楠附十ム(迎化学研究所〉
が、ー人の行動としての科 
という小文のやでグ科学そのものが、
自然だけでなく、人文、弘礼会まで前じ怨府叫に学開化されることが不可欠のように忠われる。といったこ が怠い出される。これらには.詩、核削刷、経夜、経済などが加の論含まわれていゐ  
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の柱であることは バランスの れた学問が育っ いるかと うことになる設で、犯ないとはとても一 訴えな が、宵同総博士は、グ専門家は自分のせ来い関心 範測で、ぶ聞 い問題を巡及する が殺であるから、選切っ~専門がバランスのと た発注すふことにた して注目しない  
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難しいことがあっても、そのカ向の努力安しないと、;|〈中
腕附)、急いで本気に取り絡むことが大切である 
大学が社会から編離してい よい・どいうことではないと態われます。また、同じ のやで行われている教育や研究が、その共通する校点ぶから類似の影響を受けることは当然℃ふり、まして自由や独立いったむのは、いつも社会と粉互作用を府した状態で存在す ものと考えたらよろしいのではない しょうか。
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創設以来すでに十的年がた
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の科学技術の遊説間はロをみはるものがあり、それに伴って急激仁社会が変化してさまし 。東洋の島閣 ある日本は、もうその一数字一頭廷が世界から絞殺されるというほんの少し前までは汚えられないような状態にお れており、築学部の教育・研究もそれらの進多とぶ濁を合せてきたかどうか変真剣にか舟えなければい ない 思っていま十 
私は、ほんの少しですが、社会の変化速度が速くて、そ
れに叫対して少し遅れ気味に物詩が進んでいるように感じて ま寸。
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先生の講演
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この遜れが生じる潔図は、大 複雑な 
のであると災えられますが、
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としては当然光に記した高気な先伎 お話等に同窓出来る ではないか 恕われるものであれソ、そのよう 行われているの はないかとも袴えられるのですが、実際の 
常的思考や行動会」先のことと比
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較してみる いくつかの遠いが飽くに列記・ぞれうるし また 十叉了薬学部のおかれて る状況とそこに作在する今日的課題合考えた持、
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いる絡など、つい過激な意悶凡など設はいてしまうことになっている様です。薬学のある部分はかなり応用色が強く、かっそこの ころはど多分にもれず伴今その進邸中の度合は♀くなっております。高齢化技会の出現 伴って医療システムそのものが次第に形役変え、そこにおける薬剤師の果たす役都もより一酬明高度なものにな てきているわけです。 中土とはいっても本写の場合、ほぼ薬剤倒といってもよいわけでして、そ 様 次代をになう築制剤師の育成会」最適な
力を絡ん明、心がけているかというと、これまた縦しい問題になっ
ていますし、淵情実的な状況としての七年後の就学人口 減少と魅力ある大学といったことを考え と ね 然燥感はいやがうえにも蟻ワ上がってくるわけです。このようなニ をふ心構成及、 真剣に考えなければいけないのではな でしょうか。そ 泌来るところから予をつ 、かつ難し とこみにも挑戦しなくてはいけな と怒っています。
救済という種まざとその後の稲穂の結実まマに人は百年という議

日丹念要すると一ざっかもしれま党んのぞれが本当だ 思いま寸。こ 
ことかふ言えば早々とした戎泉今一期待するのは然惣 わけですが、
問題は、その小学をし
2分に認識し、  
マ現設教青・紛究に対してあふれ

る後熱弁一持ちかっバランスのとれた学問を育もうと る意識を持づ
てい かということでありますり

社会の進歩から取れノ残され℃はいけないことは浅然であり して、
今こそ窓議会新たにして して急いでで} ま℃以上に〉泳気多くの議閣に取り総 
とが大切ではないかと湾えていますコ
〈もちもと・やすのり薬常総教授〉
根本的なものはそ 
」に存在する人間の慾識の問題ではないかと患っw
ているわけですの
私などはもう民十も半ばに達するのでそれほど若くはないのです
が、設と血気が多くこ 少しの怒れいか 気にかかるわけでして、早く追い付きたく思うわけでして、学部内でいろいろとお認を て
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